
鼻 ナ加 , 箱 ぉ  の 防  除  技

( 岳  拭 .  r H 境 3 ↓・就 慕 部 ・― 戸 分 均 ,

え 普 紫 と わ ら い

鼻 の 胸 指 癖 は 嶺 管 に よ って 崩 党 され る が 、 薬 品 殺 、 就 培 条 件 に よ っ て も大 を くな お され 、地 報

に よ っ て そ の 発 売 伸 態 が 共 る . こ の た め 本 県 に お け る 発 為 の生 懸 と掌 困 を明 ら か に し、 それ に喜

い た執 培 的 防 除 技 術 お よ び票 剤 に よ る 防 除 効 果 を横 村 し て、 本 病 の 篤 合 的 な 妨 除 技 術 を組 立 て た

の で 紹 介 す る 。

2 ・技 術 の 内 容

l 〕  岩 手 県 に お け る集 掬 お 病 の 発 生 特 性

( 1 ) あ 根 メJ 仕 立 お よ び中 X 」仕 立 が 多 い た め、 主 貫 幹 の張 害 が 多 く、樋 付 後 3 ～ 5 年 目に多 発

† る 。

( 2 ) 検 留 8 0 伍以 上 、 根 雷 糾 出 9 0 日以 上 て 多 発 す る 。

( 3 ) 立 地 条 件 て は北 田 、 す そ 野 、 凹 地 に 多 発 しや す い .

t 4 〕気 象 条 件 て は 、 1 0 ～■2 月 の 気 温 取 差 が 大 告 く、 また 早 就 が ユ0 月 中 に 降 り る増 台 が 多い .

こ の た め 寒 お れ が発 生 じ や す く、 こ れ が聞 描 窮 と併 彙 して 強 害 を動 景 す る例 が 多 い 。

2 )  F 2 ~  除  対  策 ( 地 帯 ' 」坊 除 体 系 )

多 督 地 帯 ( 嶺 督 8 0 口以 上 〕

祭 島 ね ゆ 告 し の 宮

仕 立 法 中 刈 単 幹 仕 立

収 寝 法 ・ ―春 ― 真 の器 切其 . 〔翌 を 、 及切 〕お よび 交 五伐採 て は晩 歓料 に8 o  C B 以上 〔掛素 f 4

. ～
6 枚 以上 ) 残 しで収 彼 す る。

ユ切桑 (翌器、春 切 )て は、晩秋潮30  C E以上 (小 牧 を独 す〕残 じ f収 積す る。

施 肥 …… 綜 神 施 肥 量 を守 り、 重 軒 肥 料 の 過 多 、 夏 増 の 運 れ を 通 け る ●

団 均 衛 生 一 一 張 害 検 、 せ ん 足 怯 は典 □ か ら強 去 また は 土 中理 没 す る 。

票抑防除 。 ホル マ リ ン , 5 4 g  Ⅲマ シ ン , 白3 0 倍

注. 中 刈 単 幹 仕 立 は縄 付後 数 年 間 の お 幹 形 成 科 を生 点 に 消 さ し ヽ 7 ～ 8 年 以 降 は 無 消 韓 とす る。

3 . 拍■ 上 の 留 着 手 独

て1 ) 中 ・多 管 地 帯 て は、板 折 れ が 発 生 じゃ す い の て 主 幹 をあ め て4 s  c n 以上 ) に し、 と くに相 付

後 の 玖 年 的 ( 棚 幹 形 成 ‖ ) は 主 寅 幹 の 裂 開 t i 注意 す る。

( 2 ) ゆ を し の ど の町 入 地 布 て は 野 そ に よ る 食 督 が 発 生 しや す い のて野 そ 防 際 に 労 め る .

( 3 ) 剣 持 、 しん け ん もち は 尽 お れ に S うい の で 1 0 月上 ～ 中 旬 に 早 構 の降 りや す い 地 帯 て は担 け

た方 が よ い 。               ｀

字・ 争 考 ス 臥 ・■ 精    `

昭 和 5 5 ～範 年 度 束 北 地 区 と 英 拭 孜 場 研 究推 進 会 数 策 料 、 岩 手 県 曇 表 京 験 均 車 段 6 号 〔3 " 3 )

立

昭 和 韓 年 度 指 導 上 t r 7 参考 享 独

5. h  残   風  h

県 内 の 地 帯 】」に 業 胸 福 病の発 生 実 態 を拘 査 し、 ま た六猟 拭 独 地 に凹料 を k 足 して本 狙 " 先 生

中 ・少 官 地 帯 て積 皆 8 0  C B 以下 〕

ゆ 書 し の 督 ・食U 持 ( じ ん け ん も ち )

中 刈 単 7 f 仕立

ホ ル マ リ ン , 1 倍ヤ メ ジ ン タ ン F 1 0 0 0 倍

と た はホ ル マ リ ン 3 5 f 3 + マ 3 / ン泊 5 0 f 3
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生 懸 と発 生 ま し  ヽ を ら に務 埼 的 腸 弥 、 楽 れ 妨 除 抜 称〕を 積 駒 し次
の 指 未 を待 た 。

1 )  地 希 力J 先 生 臭 さ

①  不 味 ほぬ 張 X I J 仕立 か多 い た め、 主 及 杵 り強 告 が 多 く、れ 付 彼 3 ～ 5 年 自 に な る が 多 英 した 。

の  鼻 品 ね て は納 禁 2 号 、 ゆ を しの 書 が 較 告 卒少 な く、 改 良 魚 と 、 食サ持 は 多 か っ た 。

①  ユ 抱 条 件 て は ぃ お 地 の北 的> 孜 奄> 駒 的 キた T R の l l H て被 告
が 多 か った ・

①  前】年 晩 私 為 り` え扶 ほ 及 に よ り強 喜 率 に岩 が ぅ り、 ぉ 9 」は 5 0  C a 以下 て軌 善 か 多 か った o

①  O 病 祇 余 を及 と した弁 由 は 張 害 が 者 し く多 か っ た 。

2 )  発 生 生 懸 と党 病 崇 西

①  り , 内な 共 に お け る柏 施 子 の 形 尿 は 、 3 ～ ユU 月 とで 協 め られ 6 ～ 7 月
の 降 雨 時 が Ⅲ も多 か つた.

の  続 胞 子 は 降 詢 り 係 、 i n れ と共 に は ね 上 り、 そ の 高 を は3 0 c 口以 下 て 多 か っ た が 3 0 o 日とて掘装禁

③  象 り 転 へ r o l ぉ浪 画 を行 佐 技 禎 し た 均 合 、 3 ～ 4 潟 技 社 は 当年 に 発 お し、 5 ～ 6 月 接 強 は 当年

とと 春 に 約 半 々 の 酌 合 て 発 病 、 7 月 以 降 技材 は 何 れ も翌 審 先 角 し た o

①  主 文 中 の お 重 白J か ら は■■～ 4 月 = て お にr °l 祐お画 か 検 出 をれ 、 3 ～ 4 月
に は 局 辺 へ 拡 大 して

二 次 発 お す る こ と を 明 ら か に し た 。

③  主 支 時 に お け る 病 玉 の 形 成 は 、 幹 雀 2 9 m 以 下 て お X 供 が 多 く、 3 0  m m 以上
て 少 なか っ た 。病 軍

の 大 を さ は幹 径 り 大 小 に関 りな く何 れ も「1 桂長 の大 を さ を示 し た・

①  宗 転 へ ■O J お病 画 を演 目接 柏 後 、 乾 換 し た均 合 は発 潟 せ ず温 ら せ た 状 態
の み先 お した 。

O  仕 立 法 と発 粛 …… 主 文 第 の紙 害 は あ 根 メ》 中 メ」多 →> 中 メJ 単 い の 線 向 が
み ら れ た。

①  陀 増 と発 舟
…… 椋 得 施 陀 に比 べ P X 半 主 、 N P X 半 士 、 多 N 区 が や や褒 害 軍 が あ い 傾 向 を示

じ、 及 た の施 局 時 納 て は退 い 1 ユと技 書 率 があ い は 向 を 示 した 。

③  収 技 法 と発 病
……・私 末 り 残 素 鉱 が 少 な い ほ を発 窮 が 多 くt 残 採 の 位 普 て は 下 部 2 京 > 中

3 1 4 2

→> 上
t g l 1  2 素の P h て張 害 が 多 か っ た o 晩 秘 対 の中 間 伐 採 桂 度 は 、 書 切 て 3 0  c n 以下 、 夏 切 て

は 1 5

C 口以 下 て 技 書 が 多 か った が 、 小 転 をみ す こ と に よ っ て 領 害, つくと 及 ど れ た 。

①  載 樋 口 皮 と党 病
…… 慣 行 区 に比 べ致 植 口 度 が高 い ほ と損 害 率 が 高 か っ た 。

3 〕  「2 -  除  牧
・
術

①  象 品 ね の 前 病 佐 は 、 銃 祭 2 号 、 ゆ を しの 営か貿 足 し 、 次
い て か ん = を つ、 剣 持 も消 お 区 にお

い て 強 む が 少 な か っ た .

②  り 漁 祇 条 を集 的 か ら除 去 す る こ と に よ つ被 ど がと 浜 どれ た 。

①  告 切 後 ″ 集 係 を 、 わ ら また はポ リ
マ ル チ する こ と に よ り技 害 がと 筑 ぞれ た .

①  ピ ロ ン ー ト を 示 ル ヤ リン ●マ シ ン お た 為 液 にな し て主 幹 を技 複 す
るこ と に よ り、 脇 祐 鵬 を防

ぐこ と が 出 来 る が 、 R ね の た め 来 年 の 効 果 は 単い 。

③  駒 お お の もヽ 期 防 除 な と し て 、 カル サ ン ドのな 布 が 有 効 て あ っ た o

①  発 斉J 防除 て は 、 ホ ル マ リン 1 0 倍と マ シ ン 泊 2 0 ～5 0 結 、ホ
ル マ リ ン 3 0 待 とマ 3 / ンお 2 0 他a た は

ク ロ ン 2 0 0 4 3 とマ シ ンた 2 0 ～●0 倍 で 安 れ し た 効 果 が み られ た 。

4 )  地 帯 B J 栃体 京 術 の現 地 冥 鉦

中 を 地 帯 3 カ みr 、 多 と 地帝 1 カ ' 「に お い て s り を し の 書 を紙 砲 し、 械 発 的
防 幣 お よ び誤 力Ⅲ防 林

技 術 を 勇 祉 し た 結 果 、 れ れ の地 帝 て も 中 メJ 単幹 仕 立 に よ る防 除 体 糸 か 胸枯 お
の 技 害 が少 な く、 白

材 とす る 反 未 が 行 ら れ た 。
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